
オリジナルの再販をしないのは、なぜなのか？
こんにちは
猿頭★岸です

 

MonkeyFlipのオリジナルは
「製産時のロットを消化したらソルドアウト」
を原則にしています

平たく言いと
売りきりスタイル

 
たとえば
昨年末にリリースしたのは

陸童

海童

https://monkeyflip.co.jp/kishi0314/


空童

 

の3モデルですが
作ったのはそれぞれ200本

ここから不良品も出るので
実際には180本くらいづつが
この世に出る本数です

そして
この180本が売り切れたら



もうMonkeyFlipの店頭で
これらのモデルを買うことはできない

ということです

 

ほぼすべてのモデルが
この売り切りスタイルなので

「あのモデル欲しいのですが…」

と言っていただいたとき
そのモデルが売り切れたいた場合

「また作ってもらえませんか？」

とのリクエストをいただくのですが
大変申し訳ありません

MonkeyFlipのオリジナルは
原則として再販はいたしません

 

その理由は…

 

甘えないためです

 

僕らが自分に甘えないためです

（僕らが、でなく、僕が､じゃないの？
という意見は前向きにスルーさせていただきます）

 

確かに
リクエストをいただくモデルを



リピート製産するのは「楽」です

新しいモデルを考える時間も
新しいモデルについて工場と折衝する手間も
新しい名前を考える苦労も
何も要らないから

 

でも

それは
MonkeyFlipを腐らせる

と
僕は考えています

 

毎回毎回
新しいモデルを産み出すのは
簡単な仕事ではありません

けれど
MonkeyFlipがMonkeyFlipであるためには
MonkeyFlipを好きでいてくださる方の想像を
少しでも超える新しいモデルを
生み出し続けなければならない

と
そう僕は考えているのです

 

だから
これまでも
そしてこれからも
MonkeyFlipは売り切りスタイルを続けます

 



逆からいえば
気になっているフレームの
最後の一本が旅立ったら
もう二度と手に入らない

ということ

 

いま本店の
twitterとInstagramでは
ラスト一本になったフレームを
アップしております

わお！しまったぜ！！！

とならないように
チェックお願いします

 

今日も最後までお読みいただき
ありがとうございました

 

追伸
アイキャッチ猿は
約13年前三代目本店に登場した初マネキン
確か名前は「たかじん」だったかと…

こんな内容をアップしているInstagramはこちら
https://www.instagram.com/monkeyflip_devil/

https://twitter.com/MonkeyFlipHS
https://www.instagram.com/monkeyflip_eyewear/
https://www.instagram.com/monkeyflip_devil/

